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はじめに 
 
本報告書は、上関大橋において令和 2 年 11 月 14 日（土曜日）に発生した、主桁端部が約

20cm 浮き上がった事故に関し、本上関大橋復旧検討会議が行った各種調査とその結果に基づ

く事故原因の推定、本復旧対策の考え方や留意点等に関する山口県（以下「県」という。）へ

の提言について取りまとめたものである。 



 

 

用語の定義 
 
本報告書に記載の「応急復旧」、「本復旧」、「竣工当時の図面」及び「橋台各部位の名称」は、

以下のとおり定義する。 

「応急復旧」：一部通行の制限を行いつつ、特別な監視や随時規制の体制を前提に、供用や 

維持管理を行うことができる状態に復旧すること。たとえば、特殊車両や大 

型車両の通行の制限、地震等のあとの近接目視点検による安全の確認が済む 

までの通行の停止、このほか、監視において異常の可能性があると認められ 

たときの通行の停止などが前提として想定される。 
 

「本 復 旧」：事故後の監視と通行規制による管理の状態から、安全性を向上させ、他の橋 

と同様に定期点検やパトロール等により管理ができる状態に戻すこと。 
 

「竣工当時の図面」：県で保管している竣工当時の図面。 
 

「橋台各部位の名称」：橋台各部位の名称は下図に示すとおり。 

           【青色】上部工突起部   【緑色】下部工突起部 

           【紫色】水平ロッカー支承 【茶色】鉛直 PC 鋼棒、水平 PC鋼棒 

 

 

図 橋台各部位の名称 
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